
捏磐図を丞
172年前眞福寺（≡）に寄進

2年半をかけて修復した172年前の「釈

迦浬築図」と眞福寺の小林彙顕住職

富
士
見
町
下
蔦
木
の
日
蓮
宗
眞
福
寺
と
檀
家
有
志
は
、
1
7
2

年
前
と
な
る
江
戸
時
代
の
1
8
5
3
（
嘉
永
6
）
年
に
当
時
の
檀
家

が
寄
進
し
た
「
整
露
図
」
を
修
復
し
、
ヰ
月
お
披
露
目
を
し

た
。
広
島
城
（
広
島
県
）
に
関
係
す
る
絵
師
が
描
い
た
作
品
と
見
ら

れ
、
釈
迦
の
死
を
悼
む
人
豊
口
薩
、
多
く
の
生
き
物
が
繊
細
な
タ

ッ
チ
で
色
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
小
林
東
顕
住
職
（
4
0
）
は

「
寺
の
宝
物
。
末
永
く
大
事
に
し
た
い
」
と
話
し
、
毎
年
2
月
3

日
の
節
分
な
ど
に
公
際
す
る
意
向
を
示
し
た
。
（
佐
々
木
孝
彦
）

浬
欒
図
は
、
高
さ
3
㍍
2
5
巧
、

幅
2
㍍
6
0
巧
の
大
き
さ
。
寺
を
引
ゝ

き
継
い
だ
小
林
住
職
が
2
0
2
1
、

年
、
本
堂
に
隣
接
す
る
七
面
堂
の

梁
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
寺
は
過

去
に
2
度
、
本
堂
が
火
災
に
遭
っ

て
い
る
が
、
浬
欒
図
は
い
ず
れ
も

災
禍
を
免
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

捏
欒
図
は
、
釈
迦
が
肉
体
的
な

死
を
迎
え
た
「
入
準
の
場
面
を

描
い
た
絵
画
。
眞
福
寺
の
浬
欒
図

は
、
第
4
5
代
目
宣
上
人
が
住
職
を

務
め
て
い
た
当
時
、
檀
家
の
斉
木

浅
右
衛
門
（
烏
帽
子
新
田
）
を
は

じ
め
、
田
端
、
蔦
木
、
池
袋
、
先

達
な
ど
各
地
区
の
計
1
2
人
が
寄
進

し
た
と
さ
れ
、
作
中
に
は
贈
り
主

の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。

発
見
当
時
は
、
長
い
年
月
の
保

管
に
よ
り
、
作
品
の
表
面
に
し
わ

が
よ
る
な
ど
「
劣
化
が
激
し
い
状

態
」
（
小
林
住
職
）
だ
っ
た
。
そ
こ

で
修
復
す
る
こ
と
を
決
め
、
都
内

の
専
門
家
が
約
2
年
半
を
か
け
て

表
農
を
し
直
し
た
。
費
用
の
約
2

2
0
万
円
は
寄
進
者
の
子
孫
の
檀

家
有
志
が
出
資
し
た
と
い
う
。

甲
府
市
出
身
で
立
正
大
学
と
身

延
山
大
学
を
卒
業
し
、
仏
教
美
術
に

も
詳
し
い
小
林
住
職
は
「
非
常
に
価

値
の
あ
る
浬
欒
図
」
と
し
↓
当
寺
は

昨
年
、
日
蓮
宗
に
改
宗
し
て
7
5
0

年
の
節
目
を
迎
え
た
。
捏
薬
園
は

仏
教
の
大
切
な
行
事
で
あ
る
踏
襲

会
に
用
い
た
り
し
な
が
ら
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。


